
 

 

 

 

 

 

６年生 全国学力・学習状況調査の結果から 
１学期末には２～５年生でＮＲＴの結果をもとにして、各学年の子どもたちの「強み」や「弱み」を

分析し、それに合わせた指導の工夫・改善について『学校だより№１６』を通じてお知らせしました。

報道等がありましたので、皆様もご存知かと思いますが、６年生が受けた全国学力・学習状況調査の結

果について、その後に出そろいました。今回は、その結果をもとにした６年生の子どもたちの「強み」

や「弱み」の分析や、それに合わせた指導の工夫・改善などについて、お知らせいたします。６年生の

お子様がみえるご家庭におきましては、本日お子様に個人表を返却いたしましたので、個別の詳しい結

果についてはそちらをご覧ください。 

本調査における４７都道府県毎の正答率の差は、問題数にすると１問できるかできないかの範囲内に

ほとんどの都道府県が入っています。また、こうした都道府県間の差は年々縮小してきている傾向とな

っています。報道等により、こうした学力の一側面（数字に表れる学力）をもとにした結果の順位にば

かり捉われてしまい、本来の目的（子どもたちの学力『保障』をするために指導の工夫・改善を図るこ

と）が見失われる傾向が、ここ数年は続いているという反省があると聞いています。私たちも分析結果

を公表するにあたり、平均に対してどうであったかはお伝えするものの、その学年の「強み」「弱み」

を的確につかみ、授業改善・工夫すべき点を明らかにすることを大切にしていきたいと確かめ合いまし

た。そして、家庭学習に関わるところは、お子様一人ひとりに自覚して欲しいと思うこと、家庭で気を

付けて協力して欲しいと考えていることを書きました。 

 

【６年生 全国学力・学習状況調査の結果より】 

１．国語・算数・理科の全国平均との比較にかかわって 

 全教科ともに全国平均を上回る結果となりました。 

 

２．「強み」と「弱み」にかかわって 

（強み）国語Ａ：漢字を文の中で正しく使うことができました。また、ポスターや会話文から、目的や

意図に応じて内容を読み取ることができていました。 

    算数Ａ：人口密度や割合といった多少複雑な思考が必要になる問題ができました。また、基本

的な公式を扱う問題については、公式を使い分けることができました。 

    国語Ｂ：複雑な文章問題について、目的や意図に応じた読み取りができました。 

    算数Ｂ：示された一つひとつの図表を読み取り、題意に基づいて解を導くことができました。 

    理科 ：自然分野と科学分野について、基本的な用語や仕組み、概念、関係性を問われる問題

についての正答率が高くなっていました。 

（弱み）国語Ａ：登場人物の心情を、行動や会話、情景描写などから捉えることや行間を読むことに課

題が見られました。また、話の中で適切な言葉を使う問題（尊敬語や謙譲語の使い方）

に課題があります。正しい漢字を『選択する』問題への無回答も見られました。 

    算数Ａ：１あたりの考え方や比例のきまりを使って解を導くことや、比例で学習したことを日

常生活につなげて考える問題に課題が見られました。 
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    国語Ｂ：文字数の制限がある中で、書かれていることを取りあげながら自分の意見をまとめる

など、条件に合わせて記述をする問題に課題がありました。 

    算数Ｂ：棒グラフと帯グラフを関連させてわかることを捉えたり、捉えたことを言葉や式を使

って説明したりすることに課題が見られました。こうしたグラフを扱う問題について

は、無回答率も高くなっていました。 

    理科 ：人の腕が曲がる仕組みを筋肉の収縮から理解することに課題が見られました。また、

実験について「どんなことを調べるためにどんな実験をするか」「結果から言えるこ

と」「問いに対する答え」を区別して理解し、文章（書き言葉）で表現することに課

題が見られました。 

 

３．指導の工夫・改善にかかわって 

 どの教科においても基礎基本は定着していることがわかります。しかし、基礎的な部分でも無回答となっ

てしまう問題も見られたため、基礎学力充実タイムには計算や漢字などの基礎基本となる内容を継続してい

きます。一方で、どの教科においても、文を使って説明することが課題となっています。これについては無

回答率も高く、子どもたちが苦手意識をもっていると言えます。そのため、普段の授業から書く機会を多く

設定して慣れさせるとともに、条件を提示したりキーワードを使ったりして、文を論理的に書くことのでき

るような力をつけていきていきます。算数ではノートに立式だけではなく解を導いた手順や考え方を文で表

したり、国語で原稿用紙などを活用しながら、条件に合わせて自分の意見を文にしたりする活動を積極的に

取り入れていきます。理科については、実験の「ねらいと方法の整理」「多面的な考察」「結果分析」をキー

ワードとして整理・区別し、子どもたちが考え合う授業を組み立てていきます。また、算数的用語や理科の

実験器具などの名称を使えるような丁寧な授業を、これからも続けていきます。 

 

４．質問紙から見られる特徴（子どもの学習・生活状況や学校運営に関して課題と考えられること） 

・「学校のきまりをあまり守れていない」と回答した子の割合が高い 

⇒今後も「何のためにそのきまりがあるのか」を中心として子どもに考えさせ、自分が納得したうえで

きまりを守っていくよさを実感として感じられる働きかけをしていきます。 

 

・家で学校の授業の予習・復習を「全くしていない」と回答した子の割合が高い 

・学校の授業以外に普段（月曜日から金曜日）、１日当たりに勉強する時間や読書にかける時間が短い 

⇒家庭学習の振り返りとも関連させ、宿題の内容や量を見直したり、自主学習を定着させたり、読書を

充実させたりといった働きかけを継続して行っていきます。 

 

・今住んでいる地域の行事に「あまり参加していない」と回答した子の割合が高い 

・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることが「あまりない」「ない」と回答した子の割合

が高い 

⇒時事問題や地域教材を使っての学習を取り入れ、学んだことを普段の生活に生かしたり、行動に結び

つけたりしていくことを、低学年から積み上げていくことのできるような学習に取り組んでいきます。

地域行事については「参加しよう」と家庭でも声かけをしていただきたいのですが、保護者の方自身

の姿でそれを示していただくことも、長い目で見た時には大切になってくるかと思います。夏休み最

後に行われた人権まちづくり講座第１弾への子どもたち（保幼小中）の保護者の世代の方にほとんど



参加いただけなかったことが、とても気がかりになっています。 

 

・算数の問題の解き方がわからない時に「諦めてしまう」と回答した子の割合が比較的高い 

・国語については解答時間が「足りなかった」と感じている子の割合が比較的高い 

⇒学校での授業の中でも時間に見通しを持たせたり、メリハリをつけたりしながら「じっくり」の力を

つけていきます。また、足場となる基礎学力の充実と発展的な学習に力を入れていきます。 

・理科の勉強が大切だと思いますか、理科の授業の内容はよくわかりますかに対して「そう思う」より

も「どちらかというとそう思う」の割合が比較的高い 

・理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたかに対して「行っている」よりも「ど

ちらかといえば行っている」の割合が比較的高い 

⇒理科の授業で学んだことが、どんなことにつながっているのかを子どもに伝える機会を増やし、「教

科書を教える」のではなく、「教科書で教える」といった授業づくりを意識して取り組んでいきます。 

 

・学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが「あまり

できていない」と回答した子の割合が高い 

⇒聴き合い・語り合う授業づくりに今後も力を入れ、子ども同士が学び合うことのできる授業づくりや

課題づくりの研修を進めていきます。 

 

５．家庭学習にかかわって 

１学期の取組にもあった家庭学習振り返り週間の結果を分析して見られる課題を、子どもたちの指導

に役立てていきます。休日にかける学習の時間が短く、ゲームやスマートホンに依存しているという課

題を子どもが自分で見直せるような働きかけを継続していきます。次のステップである中学校に向けて、

国語や算数に限らず、理科や社会など、さらには自主学習の課題も出しています。自分で見通しを持っ

て時間の計画を立て、内容を工夫する力をつけていこうとするものです。現在は、その日の授業の振り

返りを内容にして学習に取り組む子が増えてきています。また、中学校でつまずきやすい英語の学習に

先行して取り組んでいる子もいます。加えて、その日にあったことなど日記を３つの文程度でも書ける

ようになると、少しずつ文を書くことに慣れてくると感じます。ご家庭でお子様がどのように取り組ん

でいるのかを見て、アドバイスしていただけると、お子様の学習状況をつかんだり、課題となる部分が

見えやすくなったりするかもしれません。そうして見えてきたこと、思われたことについて担任に教え

ていただけると、今後の指導の改善にもつながりますので、よろしくお願いいたします。 

 

【おわりに】 

６年生の子どもたちの「強み」や「弱み」といった現状は、今後そこへ向かってく１～５年生の子ど

もたちにも重なる部分があります。そう考えると、今からできることや学校で取り組んでいかなければ

ならないことが見えてきます。今回の結果分析や前回お知らせしたＮＲＴ分析を参考に、次の学年への

見通しを持ってお子様の現状を捉えていただきたいという考えから、学校だよりとしてお伝えさせてい

ただくことにしました。ご理解をお願いいたします。 

 

※裏面からは、全国平均と比較して本校の子どもたちの正答率が特に低かった問題を紹介します。お子

様の学年によっては、一緒に考えることができるかもしれません。ぜひご覧いただき、今後の参考に

もしていただければと思います。 
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